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１．検討の進め方

1

客観的データで主要渋滞箇所（案）８５箇所を選定 （第４回委員会）

第４回委員会意見を踏まえた精査事項

・観光等の影響による休日の渋滞箇所を追加
・H21年度パブリックコメントで選定された箇所を精査
・渋滞対策事業との関係を精査
・パブコメはユーザーの車種別割合を考慮

主要渋滞箇所（案）及びパブコメ実施内容の確定 （第５回委員会）

パブリックコメントの実施

パブリックコメント等を含めた主要渋滞箇所の特定

ソフト・ハードを含めた対策の検討

検討結果のとりまとめ



２．第４回委員会での主な意見と対応

２-１．指標の設定に関する意見 【資料１】
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２-２．パブリックコメントに関する意見 【資料２】

２-３．その他意見

主な意見 対応

【意見①】民間プローブデータ数 H22センサス(H22.9～11)で、約86万データ

【意見②】観光等の観点から休日の渋滞も検討が必要 休日プローブデータの旅行速度を反映 ⇒ １５箇所抽出

【意見③】

・前回パブリックコメントで選定された箇所の取扱い

・選定候補箇所のうち、H22センサス調査後における
渋滞対策となる事業との関係確認が必要

取得可能な最新（H24.5～9）の旅行速度データで検証

⇒ ４５箇所抽出

【意見④】今回抽出箇所以外に渋滞の実感がある箇所あり パブリックコメントの実施結果を踏まえ検討

主な意見 対応

【意見①】自動車ユーザーの車種別割合を考慮した
アンケートが必要

WEBモニターへの予備調査で、車種別保有状況等の質問を
事前に行いモニター対象者を設定

【意見②】県内の車種別台数割合 軽自動車33%、乗用車67% （出典：H22年北陸信越運輸局）

主な意見 対応

【意見①】1方向のみの渋滞であれば簡易な対策が可能 対策方針検討時に反映



３．民間プローブデータ数 【意見①】
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■石川県内での取得データ数は、センサス調査期間（H22.9~H22.11（12時間））で約86万データであり、
一般国道、主要地方道の占める割合が高い。

■取得データ数は、道路種別により異なるが、一般県道でも１調査区間に約400データを取得している。

●表-1 道路種別ごとのデータ数

●図-3 調査期間内の道路区間あたりの平均データ数

３．１ 道路種別ごとのデータ数 ３．２ 道路区間ごとの１日の
平均取得データ数

＜凡 例＞

一般国道が約4割、
主要地方道が約3割を占める。

デ
ー
タ
数

●図-1 データ数について

道路種別
民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞ
調査区間数

民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞ
データ数

高速道路 13 2.9万

一般国道 324 35.1万

主要地方道 440 26.9万

一般県道 334 13.3万

その他の市道 61 7.3万

総計 1173 85.5万

交通量が多い市街地などでは、
多くのデータを取得

【意見①】民間プローブデータ数

主要地方道
31%

一般県道
16%

その他
の市道
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高速道路
3%

一般国道
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●図-2 データ数の内訳

1ﾃﾞｰﾀ未満

1ﾃﾞｰﾀ以上～3ﾃﾞｰﾀ未満

3ﾃﾞｰﾀ以上～10ﾃﾞｰﾀ未満

10ﾃﾞｰﾀ以上

1データ

1データ

1データ

1データ

1データ



４．休日旅行速度の検討について 【意見②】

４‐１．主要渋滞箇所抽出の考え方
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主要渋滞箇所の候補

交差点損失時間：

交差点に流入する区間で生じて
いる損失時間（自由に走行でき
る状態からの遅れで、利用者が
損失している時間）の合計

渋滞の課題の大きさを交差点損失時間で評価

地域の課題を反映するデータによる補完

・平日平均旅行速度
・観光等の影響による休日旅行速度（今回追加）

地域の実感の反映（パブリックコメント）

※しきい値の例

交差点損失時間：８０万人時間/年相当
（渋滞時の流入が２０km/h以下に相当）

ピーク時間帯昼間１２時間

①渋滞の課題の大きさを、交差点の損失時間で評価し、加えて、地域の課題を反映するためのデータ
を用いて、抽出箇所を補完する

②①の抽出結果から、地域の実感を反映（パブリックコメント等）させたうえで、主要渋滞箇所を特定する

【意見②】観光等の観点から休日旅行速度の検討が必要
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指標④：休日昼間12時間のうち、最低旅行速度が一方向だけでも

２０km/h以下の渋滞時間帯の割合が５０％以上となる箇所

■交差点において、休日昼間１２時間（朝７時～夜７時）のうち６時間以上（50％）渋滞している箇所を把握する指標

４‐２．休日旅行速度による抽出方法 ： 指標④
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【指標④で抽出する箇所の交通状況のイメージ】

渋滞

12時間のうち最低旅行速度が一方向だけでも
20km/h以下の渋滞時間帯割合が50％以上
(信号待ち２回以上の渋滞時間帯が６時間以上)

■休日

【指標④で抽出する箇所の時間帯別の旅行速度】

休
日
旅
行
速
度
（
k
m
/
h）

20km/h

昼間50％（6時間以上）渋滞発生

４．休日旅行速度の検討について 【意見②】

●休日のデータ
・交通量データ 無：損失時間による評価は不可
・旅行速度データ有：旅行速度による評価は可能
⇒旅行速度のみの評価とする

【意見②】観光等の観点から休日旅行速度の検討が必要

１５箇所



データにて渋滞状況が確認されない箇所（対策による緩和等）

今回の指標による抽出箇所以外で、H21年度の抽出箇所（パブコメ選定箇所含む）

５．前回パブコメで選定された箇所及び渋滞対策となる事業の取扱い 【意見③】
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５０箇所

対策事業との関係と最新データ（H24.5～9）による箇所の精査

主要渋滞箇所として、残る４５箇所を追加

交差点名 市町村名 路線名
平日最低旅行速度

（km／h）
休日最低旅行速度

（km／h）
渋滞対策事業名

花房交差点 加賀市 国道８号 38.9 42.2 南郷拡幅

分校交差点 加賀市 国道８号 28.3 24.3 加賀拡幅

狩鹿野IC交差点 かほく市 国道１５９号 70.1 71.0 津幡ＢＰ

安宅新町交差点 小松市 主要地方道小松加賀線 27.7 25.4 （主）小松加賀線 ３車線化

末駐在所前交差点 金沢市 一般県道小原土清水線 23.8 21.8 ―

【意見③】

・前回パブリックコメントで選定された箇所の取扱い

・選定候補箇所のうち、H22センサス調査後における渋滞対策となる事業との関係確認が必要

５箇所



６．主要渋滞箇所の素案 抽出結果

主要渋滞箇所の抽出フロー
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指標③ ：平日朝2h、夕2hの平均旅行速度が一方向だけでも20km/h以下
地域の課題補完：VICSで20km/hの状態が全体の50%以上、

年間損失時間が3万人時間/年km以上
指標④ ：休日7時～19時のうち、最低旅行速度が一方向だけでも20/km以下

の渋滞時間帯の割合が50％以上

指標① 指標②
指標③

損失時間
昼間12時間

80万人時間/年
以上

昼間12時間(7時～19時)
の損失時間

損失時間
朝(2h)、昼(8h)、夕(2h)

のいずれか
182.6人時間以上

基本指標（交差点損失時間）
による評価

損失時間が多い
ボトルネック交差点の抽出

昼間12時間の
総損失時間が多い

交差点

一部の時間において
損失時間が多い

交差点

平日ﾋﾟｰｸ時の
損失時間

指標④

1箇所 16箇所 68箇所

一方向だけでも
旅行速度が低い

交差点

平日ﾋﾟｰｸ時
最低旅行速度

休日ﾋﾟｰｸ時の
最低旅行速度

一方向だけでも
旅行速度が低い

交差点

15箇所

地域の課題を反映
するﾃﾞｰﾀによる補完

第4回委員会抽出 85箇所

45箇所

指標①～④以外の
H21年度選定箇所

渋滞対策事業との関係と、
最新データによる
渋滞箇所の精査

一般道の抽出箇所

１４５箇所

50箇所

-5箇所

第4回委員会【意見②③】

第4回委員会意見による精査 60箇所



穴水

能登空港

越の原

■ 渋滞が毎週起こる区間、休日に混雑する区間などを観測データから抽出
■ 石川県内においては、能登空港IC～穴水IC区間を主要渋滞箇所の素案として抽出

【北陸の高速道路の主要渋滞箇所の素案】

石川県

石川県
富山県

富山県新潟県

新潟県

長野県

新潟県

群馬県

新潟県

福島県

抽出結果

７．高速道路の主要渋滞箇所の検討

能登空港IC～穴水IC
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・道路利用者
（一般の地域住民）

・関係民間事業者
（協議会構成員であるタ
クシー協会・バス協会・
観光協会 等）

・道路管理者（行政）
（道路管理者（NEXCO等、
高速道路会社は除く））

○旅行速度等により抽出した箇所に地域の意見を反映し、主要渋滞箇所を選定
○来年度以降も引き続きモニタリングを行い、渋滞対策検討を実施

石川県道路安全・円滑化検討委員会における議論を経て抽出 道路利用者の声により抽出

9

８．主要渋滞箇所の素案

高速道路

石川県

一般道路

【渋滞多発】

平日ピーク時における旅行速度20km/h
1以下の箇所

８５箇所

【特定日に混雑】

休日における速度低下箇所

・休日昼間における旅行速度20km/h以下となる箇所

１５箇所

【H21年度委員会における意見箇所】

過去の検討による抽出箇所

４５箇所

【特定日に混雑】

休日に混雑することがある区間

１区間

パブコメ

合計：１４５箇所

※今後、一連箇所を区間に統合し、区間・箇所に再編）



石川県道路安全・円滑化検討委員会
パブリックコメントの実施内容について
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５．HPアンケートについて・・・・・・・・・・・・・・ ６
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Web 

542件

44%

はがき

373件

30%

小学校

112件

9%

回答総数
1,235件

ユーザー団体
134件 11％

県政モニター
74件 6％

【参考】

前回アンケート回収状況

■パブリックコメントの実施により、道路利用者の実感を把握する。

■データによる抽出箇所以外の主要渋滞箇所を特定することへ反映する。

◆実施内容

１．パブリックコメントの実施方針（案）

◆パブリックコメントの実施目的

1

調査方法 ハガキアンケート
WEBモニター
アンケート

HPアンケート

調査対象

①県、各市町の道路管理担当課
②石川県庁・各市役所・町役場
③道の駅、能登有料SA、金沢市民センター来訪者
④石川県タクシー協会・トラック協会・バス協会

石川県在住者
（リサーチ会社の

モニター ）

金沢河川国道
事務所HP閲覧者

配布及び
調査数

3430票
（①180票 ②1200票 ③1650票 ④400票）

1000票
※参考

前回回収数542票

時期 平成24年12月上旬より約2週間
平成24年12月

上旬より約2週間
平成24年12月

上旬より約2週間



１．パブリックコメントの実施方針（案）

居住地 （ 都道府県、 市町村） 性別 （男性、女性） 年齢（ 歳）

職 業 （会社員、公務員、自営業、主婦、学生、無職、その他） 運転免許の有無 （ 有、無 ）

主な車利用 （一般ドライバー、事業者（トラック、バス、タクシー）

運転頻度 （ほぼ毎日、週１～２日、週３～４日、月に数回、年に数回、運転しない）

自動車等の運転目的 （通勤、通学、買物、仕事・業務、観光・レジャー、その他）

利用自動車交通手段 （軽自動車、普通自動車、大型自動車、その他（自動二輪等））

◆アンケートの設問内容（属性）

2

問１．「一般道路の主要渋滞箇所の素案」の中に、普段渋滞すると感じている箇所は概ね含まれているか

（含まれている・含まれていない）

問２． 「一般道路の主要渋滞箇所の素案」で、特に渋滞していると感じる箇所があるか（箇所番号を記入、３つまで）

問３． 「一般道路の主要渋滞箇所の素案」以外で、渋滞している箇所があるか（①～⑥をそれぞれ３つまで回答）

①渋滞箇所（直接記入）、②渋滞の発生頻度（毎日、週５～６日、週３～４日、週１～２日）

③渋滞の発生曜日（平日、休日）、④渋滞の発生時間帯（朝、昼、夕方、夜）

⑤渋滞の通過時間（0～5分、5～10分、10～20分、20分以上）、⑥渋滞の状況や要因（自由回答）

問４．「高速道路の主要渋滞箇所の素案」の中で、特に渋滞していると感じる区間があるか （区間名を記入、３つまで）

問５．「高速道路の主要渋滞箇所の素案」以外で、特に渋滞している区間があるか （区間名を記入、３つまで）

問６．その他、石川県内の渋滞についての意見 （自由回答）

◆アンケートの設問内容（内容）



１．パブリックコメントの実施方針（案）

3

（２）ハガキアンケート調査内容（配布アンケートイメージ）

【地図面】



１．パブリックコメントの実施方針（案）

4

【表紙面】

（２）ハガキアンケート調査内容（配布アンケートイメージ）



◆WEBモニターアンケート調査内容（調査対象者の絞込条件）
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■ＷＥＢモニターの対象

石川県内の各人口割合及び車種割合に基づきモニター属性を決定し、実施する。

◆ＷＥＢアンケート属性区分

項 目

性 別 男性（５０％） 女性（５０％）

居住地区 能登地区（２０％） 金沢地区（６０％） 加賀地区（２０％）

年 齢
20歳未満（６％） 20歳代（１２％） 30歳代（１８％）

40歳代（１７％） 50歳代（１８％） 60歳以上（２９％）

車種区分 軽自動車（３３％） 普通車（６７％）

出典：Ｈ22年国勢調査結果
H23年度北陸信越運輸局

【意見①】自動車ユーザーの車種別割合を考慮したアンケートが必要

【意見②】県内の車種別台数割合

１．パブリックコメントの実施方針（案）



■金沢河川国道事務所HPの閲覧者を対象に、インターネット上でアンケート調査を実施。

１．パブリックコメントの実施方針（案）

（４）HPアンケート調査内容（調査画面）

HPトップ画面（案）

設問画面（案）

6

ペ
ー
ジ
の
切
り
替
わ
り

145箇所



１．パブリックコメントの実施方針（案）

（４）HPアンケート調査内容（調査画面）【拡大図面の表示】 渋滞箇所 拡大画面
（別ウィンドウ表示）

7

対象ポイント
をクリック

対象ポイント
をクリック

クリックした分だけ、拡大図面が
別ウィンドウ表示される

145箇所



金沢河川国道事務所
サーバーにメール送信

１．パブリックコメントの実施方針（案）

（４）HPアンケート調査内容（調査画面）【アンケート入力後の最終確認】
入力結果 確認画面

8

ページの切り替わり

6



今後の検討の流れ（案）

今後の予定

・これまでの経緯と今後の進め方
・主要渋滞箇所の見直し
・パブリックコメントの実施方針（案）
第４回委員会の開催（H24.7.11）

・意見を反映させた主要渋滞箇所の検討
・パブリックコメントの実施内容の検討
第５回委員会の開催（H24.12.7）

意見の反映等

パブリックコメントの実施
（１２月上旬～中旬）

パブリックコメント等を含めた地域の主要渋滞箇所の特定
（委員会の開催）

ソフト・ハードも含めた対策の検討

検討結果のとりまとめ

資料３


